
〈
一
　
般
〉▽
冬
芽
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク(

広

沢
毅)

▽
哺
乳
類
の
フ
ィ
ー
ル
ド
サ

イ
ン
観
察
ガ
イ
ド(

熊
谷
さ
と
し)

▽
知
り
た
い
サ
イ
エ
ン
ス
動
物
の

足
跡
学
入
門(

熊
谷
さ
と
し)

▽
麹

の
レ
シ
ピ
か
ら
だ
に「
い
い
こ
と
」

た
く
さ
ん（
お
の
み
さ
）▽
髪
結
伊

三
次
捕
物
控「
心
に
吹
く
風
」(

宇
江

佐
真
理)

▽
春
を
背
負
っ
て（
笹
本

稜
平
）▽
と
び
き
り
屋
見
立
て
帖「
赤

絵
そ
う
め
ん
」(

山
本
兼
一)

▽
澪
通

り
折
木
戸
番
小
屋(

北
原
亞
以
子)

▽
隠
蔽
捜
査
４
「
転
送
」(

今
野
敏)

▽
ポ
ニ
ー
テ
ー
ル(

重
松
清)

▽
蛍

の
航
跡(

帚
木
蓬
生)

〈
児
童
書
〉▽
占
い
大
百
科
２
０
１
２

(
実
業
之
日
本
社)

▽
ド
キ
ッ
心
理
テ

ス
ト
４
０
０(

マ
ー
ク
・
矢
崎
治
信)

▽
当
た
る
！
占
い
大
じ
て
ん（
マ
ー

ク
・
矢
崎
治
信)

▽
わ
た
し
た
ち
の
お

ま
じ
な
い
１
０
０
０（
マ
ー
ク
・
矢
崎

治
信)

▽
い
の
ち
つ
ぐ「
み
と
り
び
と
」

シ
リ
ー
ズ〈
全
４
巻
〉（
國
森
康
弘
）▽

ば
ば
ば
あ
ち
ゃ
ん
　
う
み
の
お
ま
つ

り
ど
ど
ど
ん
と
せ（
さ
と
う
わ
き
こ
）

▽
戦
火
の
馬(

マ
イ
ケ
ル
・
モ
ー
パ
ー

ゴ
／
訳
：
佐
藤
見
果
夢)

〈
一
　
般
〉▽
サ
ラ
の
柔
ら
か
な
香
車

（
橋
本
長
道
）▽
少
女
は
卒
業
し
な
い

（
朝
井
リ
ヨ
ウ
）▽
降
霊
会
の
夜（
浅

井
次
郎
）▽
坂
の
上
の
坂（
藤
原
和
博
）

▽
ナ
ミ
ヤ
雑
貨
店（
東
野
圭
吾
）▽

断
絶（
佐
伯
泰
英
）▽
和
解
せ
ず（
藤

原
宣
永
）▽
ヒ
ト
リ
シ
ズ
カ（
誉
田

哲
也
）▽
覚
醒
　
上
・
下（
山
本
譲
司
）

▽
猫
背
の
虎（
真
保
裕
一
）▽
聖
な

る
妄
想
の
歴
史（
ジ
ョ
ナ
サ
ン
・
カ

ー
シ
ュ
）

〈
ロ
ー
タ
リ
ー
文
庫
〉▽
北
海
道
爬
虫

類
・
両
生
類
図
鑑（
徳
田
龍
弘
）▽
北

海
道
の
野
の
花
最
新
版（
谷
口
弘
一
）

▽
北
海
道
の
地
震
と
津
波（
笠
原
稔

他
）▽
東
日
本
大
震
災
・
石
巻
災
害

医
療
の
全
記
録（
石
井
正
）▽
地
球

の
歴
史（
小
泉
格
）▽
地
震
と
火
山

の
た
ん
け
ん
隊（
地
球
団
体
研
究
会
）

▽
大
噴
火
と
よ
み
が
え
る
自
然（
パ

ト
リ
シ
ア
・
ロ
ー
バ
ー
）▽
有
珠
火

山
地
質
図
第
２
版（
地
質
調
査
セ
ン

タ
ー
）▽
グ
ス
コ
ー
プ
ド
リ
の
伝
記

（
宮
沢
賢
治
）

●
開
館
時
間

午
前
10
時
よ
り
午
後
４
時
20
分

●
６
月
休
館
日

６
月
７
日
・
14
日
・
28
日
・
７
月
５
日
・

12
日

（
毎
週
木
曜
日
・
祝
祭
日
休
館
）

あ
ぶ
た
読
書
の
家
　
76-

２
１
０
０

み
ず
う
み
読
書
の
家
　
75-

４
７
０
２

■
あ
ぶ
た
読
書
の
家

■
み
ず
う
み
読
書
の
家

　日常的使っているカレンダー。
　いつごろ出来たのか？どのような
理由出来たのか？１年の日数、１カ
月の日数がどうやって決まったのか。
　とてもわか
りやすく教え
てくれます。
　このえほん
を親子で読め
ば、明日から
カレンダーの
見方が変わる
かも…

いけがみしゅんいち（著）
せきぐちよしみ（イラスト）

「カエサルくんと
カレンダー」

今月の１冊

わ
た
し
の
う
た

ま
た
訪
て
み
た
き
湯
の
里
あ
と
に
し
て

　
　
　
　
　
　
し
ら
樺
つ
づ
く
路
帰
り
行
く
　
　
　
　
山
　
木
　
　
　
孝

洞
爺
湖
の
湿
り
を
吸
い
て
何
処
ま
で
も

　
　
　
　
　
　
春
の
曇
天
ふ
く
れ
て
ゆ
け
り
　
　
　
　
大
　
西
　
芳
　
子

梅
開
き
桜
も
咲
き
し
と
聞
き
た
れ
ど

　
　
　
　
　
　
吹
く
風
つ
め
た
く
家
に
籠
り
ぬ
　
　
　
北
　
島
　
加
　
代

三
日
間
の
修
学
旅
行
に
孫
は
発
ち
　

　
　
　
　
　
　
娘
は
さ
み
し
い
と
長
長
電
話
　
　
　
　
太
　
田
　
　
　
智

古
よ
り
コ
ブ
シ
豊
か
に
花
つ
け
ば

　
　
　
　
　
　
豊
作
と
き
き
今
年
は
満
開
　
　
　
　
　
元
　
田
　
フ
ジ
子

映
像
に
見
る
の
み
な
れ
ど
山
と
積
む

　
　
　
　
　
　
瓦
礫
の
処
理
は
皆
無
に
等
し
　
　
　
　
赤
　
塚
　
瑛
　
子

柏
餅
あ
れ
か
こ
れ
か
と
小
さ
き
背
な
　
　
　
　
　
　
　
那
　
須
　
伶
　
子

花
冷
え
に
農
夫
不
機
嫌
こ
も
る
か
な
　
　
　
　
　
　
　
小
笠
原
　
　
　
勇

花
冷
え
や
赤
提
灯
に
灯
が
点
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
　
瓶
　
　
　
修

巡
拝
の
瀬
戸
の
花
冷
え
連
れ
帰
る
　
　
　
　
　
　
　
　
矢
　
野
　
知
　
子

花
冷
や
う
す
れ
し
十
字
隠
れ
耶
蘇
　
　
　
　
　
　
　
　
井
　
村
　
育
　
子

花
冷
え
や
客
に
つ
ぎ
足
す
榾
二
、
三
　
　
　
　
　
　
　
菅
　
原
　
敏
　
子

俳
　
句
　
【
あ
ぷ
た
俳
句
会
】
五
月
定
例
会
よ
り

と
ふ

ぞ
ら

や

そ

ほ
だ

短
　
歌
　
【
あ
ぶ
た
短
歌
会
】
五
月
定
例
会
よ
り


